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５章　野菜類

レタス　英名：Lettuce　分類：キク科アキノゲシ属に属する野菜
　学名：Lactuca sativa L.

・�原産地：地中海沿岸から中近東内陸の小アジア地方。
・温度適応性：比較的冷涼で、降雨量の少ない気候を好む。
・�発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 4℃、上限は 25℃。25℃以上の高温になると休眠
に入り、発芽が低下する。好光性種子のため覆土は浅めがよい。
・生育適温：18 ～ 23℃前後。
・光適応性：弱光線を好み、半日陰で育つ。
・�土壌適応性：土壌適応性は広く、耐乾性には強いが多湿条件では湿害による生育や病害の
発生が多くなる。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（Ph6.0 ～ 6.5）。
・�花芽分化と抽苔：長日植物。高温長日条件によって、花芽分化・抽苔が進む。そのため、
生育適温とされる 18 ～ 23℃の気温を背景に産地が移動し、周年栽培が行われている。

・作型別栽培方法
直播ではなく苗を育苗し、定植する方法が主体。育苗方法は、播種床や播種箱にまき、ポッ
トに仮植する場合と、ポットやセルに直接播種し、苗を育苗するポット育苗がある。定植す
る圃場は、湿害による減収や品質低下が大きいので、深耕により、排水対策を行う。
（１）�春どり栽培：1 月下旬～ 3月中旬播種、3～ 5 月収穫。早春の栽培は暖地のトンネル栽

培となり、4月中旬以降は露地栽培となる。
（２）�夏秋どり栽培：3 月下旬～ 8月中旬播種、6月上旬～ 10 月収穫。夏場の栽培では最も短

期間で収穫期をむかえ、栽培適地は本州中部の高冷地や東北・北海道の冷涼地である。
レタスの中では最も栽培面積が多い作型である。

（３）�冬どり栽培：9 月中旬～下旬播種、1～ 2 月収穫。この作型は、球肥大期が低温で経過
するため、12 月以降はトンネル被覆を行う。


